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ボーリング柱状図
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B-3(測点No.16斜面上部) 36° 22’ 26.8100”

139° 28’ 10.1100”
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栃木県足利土木事務所　整備部 2009-07-03 ～ 2009-07-06
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礫混じり
シルト
(M-G)

89.39 2.85 3.35
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87.69 1.70 5.05

砂岩
(Ss)
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茶

暗
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軟
ら
か
い

硬
い

崩積土
礫は径φ10～30mm程度混入
草根多い
礫は風化礫主体
礫は径φ10～50mm程度で所々に
混入
2.60m付近から礫混入多くなる
含水比中位　粘性中～上位

砂岩の弱風化部～比較的新鮮部

全体的に風化少ないが、割れ目が
やや風化により褐色を呈す
コアは全体的に密着し割れ目が比
較的多い
3.35～3.60m間、弱風化しコア形
状は礫状～片状
3.60m以深は片状主体で希に礫状
な部位あり
割れ目は斜状が主体で3～5cm間隔
コア採取率95～100%
RQD10%程度

岩級区分は「CL～CM」程度と判
定
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